
販売計画策定から一歩ずつ経営改善。ＥＣサイト開設へ

仲西 毅
◆代表者・所在地
仲西 毅 京都府京田辺市
◆経営規模
イチゴ 0.2ha（ハウス10棟）

◆従業員数
 常時雇用１名
◆事業内容
施設イチゴと加工品の販売に取り組む。

高設栽培のハウスと仲西氏

京田辺市でイチゴを生産する相談者は、非農家から就
農して９年目であり、栽培用ハウス９棟、育苗用ハウス１
棟の高設イチゴ栽培施設を備えるなど、新規就農者として
順調に地域に定着している。
経営管理の方法について京都府職員に相談したところ、
「京都府農業経営・就農支援センター（京都農人材育
成センター）（以下、「支援センター」という。）」が開催す
る「農業経営よろず相談会」を紹介され、参加した。

■支援チームによる支援計画の策定
府職員と普及指導員と参加した農業経営よろず相談会
やその後の窓口相談を通して見えてきた経営課題を踏まえ、
経営戦略会議において、夏秋イチゴについては現状の生
産環境との隔たりが大きいため、一時保留とし、冬イチゴ販
売における収益性を高めることを優先課題とする支援計画
を策定した。

支援チーム構成員：
中小企業診断士（支援センター専属スタッフ）、
Ｗｅｂ支援企業経営者、普及指導員、府職員、
京都府農業会議職員

■専門家派遣を通じた助言の実施
専属スタッフ及び普及指導員が、これまでの夏秋イチゴの
取組状況、圃場の位置から観光農園開設は難しいことを
確認した上で、以下の専門家派遣を実施した。

・生産・販売計画策定に係る助言
（中小企業診断士）
「顧客リスト」と「１日あたりの出荷可能数」を整理した上
で、「生産・販売計画表（月別・売り先別）」を作成する
ことを助言した。

・ECサイトの作成支援
（中小企業診断士、Web支援企業経営者）
Webマーケティングのあり方、魅力的なサイトづくり、円滑
な梱包・発送作業に関する助言を行いつつ、ECサイトの
作成支援を行った。

「農業経営よろず相談会」での初回相談の様子

販路拡大・販促

付加価値を高め、安定した農業経営を行いたいと思っ
ている。
このため、希少性の高い夏秋イチゴの栽培に着手したが、
うまく栽培できないという生産面の課題と、販売先が限られ
た地域での販売であり、12月～４月の出荷時期では相
場がかなり変動するため、効率的に販売することが難しいと
いう販売面の課題があるが、どのように解決すればよいかを
相談したい。

経営概要

相談内容２現状と相談までの経緯

支援内容3
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農業者の多様な経営課題の解決に向けた支援を行う常設の相談窓口です。税理士、社会保険労務士ほか約50名の専
門家を配置し、相談内容に沿った専門家を派遣しています。

京都府庁西別館外観

■相談窓口
【経営・就農相談】
住 所：京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町
住 所： 104番２号
住 所：京都府庁西別館3階 京都府農業会議
電話番号：０７５－４１７－６８４７
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：８:30～17:15 ※要予約
【就農相談】
住 所：京都市南区東九条下殿田町70番
住 所：京都テルサ西館３階
住 所：「京都ジョブパーク」内 農林水産業ジョブカフェ
電話番号：０７５－６８２－１８００
受付時間：月曜日～土曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：9:00～12:00 13:00～16:00 ※要予約

■支援を受けて・・・
生産・販売計画の策定により、目標生産量及び目標所
得を設定することができ、効率的な出荷に向けた方針の見
える化を達成した。
また、種々の設定が難しく、経営者夫妻による立ち上げ
作業を中断していたECサイトを完備することができたので、
これまでの口コミに頼った通信販売の取引量が今後ますま
す拡大していくとを見込んでいる。

喜びの声

相談会への参加をきっかけに、専門家と普及指導員に集
中的に経営内容を見ていただき、常々課題に感じていたこ
とを解決できで、喜んでいます。

非農家からの就農９年目ですが、品質の高いイチゴ作
りで経営を順調に伸ばしてこられ、経営改善に対しての
意欲も高い経営体でした。
今回の生産・販売計画の策定やECサイト導入を通じ
て、更なる活躍が期待できます。

専属スタッフ所感

イチゴパックや加工品（ソース、ジャム、蜂蜜）

■今後の展開
今回策定された生産・販売計画の達成確認（PDCAサ
イクルの実施）や、更に規模拡大、雇用人材の受け入れ
についても検討していく。

＜支援機関＞京都府農業経営・就農支援センター
（京都農人材育成センター）

支援を受けた後の経営状況４

組織概要




